
▲手元のプリントには

取材した内容が

びっしり！

和歌山県紀の川市立 粉河中学校

粉河中学校では、情報担当の森橋和也先生を中心に、生徒が自発的に「次のステップに進みたい」と

思えるような仕掛け作りや、先生方の負担が少ないパソコン室運用の仕組み作りなど、指導や運用に

様々な工夫を凝らしています。

ステープラでアイディアあふれる新聞作り授 業

▲ 生徒の作品

色分けや矢印をうまく取り入れることで、

伝わりやすい記事になっています。

こかわ

● 読む人のことを考えた記事構成

この授業では、作成ツールの「ステープラ」を利

用しました。

記事を作成するにあたり、先生が決めたルールは、

「①写真は３枚まで ②写真は紙面の半分の面積ま

で」という２つです。

生徒は、分かりやすく読みやすい記事にするため

に、事前にプリントで伝えたい内容を考えたり、レ

イアウトを工夫したりしていました。● １年生はステープラ！
２・３年生はオフィス！

２・３年生ではマイクロソフトオフィス

を利用するという粉河中では、その前段階

として１年生でステープラを利用していま

す。

「生徒自らが興味を持って取り組めるよ

うに、使い方が簡単なものから徐々に教え

ていきたい」と情報担当の森橋先生。

ステープラは使い方が分かりやすく、操

作方法を覚えるのに時間をかけずに、実際

の作業に専念できるため、生徒は新しいア

イディアを次々と生み出していました。

２・３年生ではより多くの文書をまとめ
るステップに進むため、１年生のうちにス
テープラでまとめ方やエディタ操作の基本
を学び、今後の基盤づくりをしています。

● 情報活用能力の向上を目指して

１年生は、総合の時間を使って、地域の方々へ取材した内容や写真をまとめ、粉河寺につい

ての新聞を作成しました。

膨大な取材データの中から伝えたいことを取捨選択し、限られた紙面の中に自分の言葉で表

現することで、まとめる力や伝える力をつける練習をしています。
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■ シンプルでわかりやすい文章の作品や、

見ていて楽しい作品などそれぞれの個性が光ります。

ステープラとは？

■表記がわかりやすい！
先生が教材作成ができるのはもちろん、

児童・生徒のプレゼン作成ツールとしても利用できます。

■視覚効果のある教材が作れる！
タッチしたところから剥がれる目隠しのシールや

選択式の問題などがボタンひとつで簡単に作成できます。

■オフラインでも！
インターネットがつながっていない場所でも使えるので、

校内のさまざまな場所でご利用いただけます。

パソコン室使い方講座

誰もが悩むICTの活用について、授業内容やその先生に合った内容のアドバイスをするよう

に心がけているという情報担当の森橋先生。授業にICTを取り入れたいけれど、機器操作が苦

手という先生にも「使いやすい」環境を作っています。

運 用

♪電子黒板での提示にもおすすめです♪

① ルール・利用カードの説明

② ログイン・パスワードについて

③ インターネット検索・保存方法

④ ｅライブラリのドリルを体験

●キーワードは『だれでも使える』

▲パソコンを使う生徒自身が壊れていないかチェック！

大事に扱わなければならないという意識づけにもなります。

■ソフトの使い方を覚える時間は短く！

パソコン操作のルールを学んだあとは、簡単に解ける小学３年生のドリル教材でｅライブラ

リを体験します。一度使い方を覚えれば、ほかの教科でも同様に操作できるので、生徒一人一

人にあった指導や学習に役立て、学力向上につなげることを目指しています。

年度初めに、パソコン室を使う際のルールやパソコンの基本操作を教えることで、生徒も先
生もみんなが使いやすいパソコン室を作っています。

情報担当 森橋和也先生のお話

年度の初めに生徒にパソコンの基本操作をしっかり教えておくことで、いざ授業
で利用するという時に、操作方法の説明などに時間をかけずに、教科の指導に専念
することができるのではないかと考えています。

ｅライブラリは、だれでも直感的に操作ができるので、パソコン操作の導入に適
していると感じています。


